
 

平成３０年度 新しい公共ガバナンス推進会議の対象テーマについて（案） 
 

１ 対象テーマ選定について（提案テーマについては別紙「参考資料」参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 対象テーマ（案） 

 

（１）インバウンドの誘客促進に向けた受入環境整備のあり方について【文化観光局】 

選
定
理
由 

外国人旅行者が急増する中、本市におい

ても世界文化遺産登録やワールドマスタ

ーズゲームズなどを控え、多様な主体の

連携・協働による外国人旅行者の受入 

環境整備は喫緊の課題であるため。 

効
果 

外国人旅行者の市内周遊の促進に

つながるとともに、観光消費の 

拡大等が期待される。 

論
点
（
案
） 

・外国人旅行者の利便性の向上に向けた多様な主体の 

連携・協働のあり方 

・外国人旅行者に対する「おもてなし」の充実に向けた

多様な主体の連携・協働のあり方 

（２）多様な主体との連携・協働による学校園における働き方改革について【教育委員会事務局】 

選
定
理
由 

文部科学省において学校における働き方

改革に関する緊急対策がとりまとめられ

ており、本市においても教員の長時間 

勤務の改善は喫緊の課題であるため。 

効
果 

教職員の長時間勤務の是正に向け

一定の効果が期待できる。 

そのことは、授業や授業準備等に

集中し、教育の質を高められる 

環境整備にもつながる。 

論
点
（
案
） 

・学校以外が担うべき業務 

・必ずしも教師が担う必要のない業務 

・教師の負担軽減が可能な業務 

 

上記における多様な主体の連携・協働のあり方 

 

＜テーマ選定の観点＞ 

・多数の市民に影響があるか 

・市民に対して大きな効果が見込まれるか 

・スピード感をもって対応すべき課題であるか 

市民等提案 所管部局等提案 

９テーマ ５テーマ 

外部有識者からの 

意見聴取を実施 

候
補
選
定 

所管課ヒアリング等 

（課題の掘下げ等） 

対象２テーマ決定（行革推進本部会議 5/22） 

行革推進本部会議資料（資料４）（修正） 
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